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は
じ
め
に

大
モ
ン
ゴ
ル
ウ
ル
ス
の
四
代
目
大
カ
ア
ン
の
モ
ン
ケ
が
急
死
し
た
後
の
大
カ
ア
ン

位
の
継
承
者
争
い
を
制
し
た
ク
ビ
ラ
イ
が
大
カ
ア
ン
位
を
確
実
に
し
た
後
、
日
本
招

諭
の
た
め
に
「
大
蒙
古
国
皇
帝
国
書
」
を
作
成
し
た
の
が
至
元
三
年
（
一
二
六
六
・
文

永
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
国
書
は
当
初
高
麗
の
消
極
的
抵
抗
に
よ
っ
て
日
本
に

は
届
け
ら
れ
ず
、
ク
ビ
ラ
イ
の
強
い
命
令
に
よ
っ
て
日
本
に
届
け
ら
れ
た
の
は
至
元

五
年
（
一
二
六
八
・
文
永
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
日
元
関
係①
に
つ
い
て
は

表
1
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
貴
族
社
会
と
日
元
交
渉
の
関
わ
り
を
考
察
し

た
い
。
貴
族
社
会
と
日
元
交
渉
の
関
わ
り
は
、
一
つ
は
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
や
中
書
省

牒
状
、
あ
る
い
は
高
麗
国
王
牒
状
、
趙
良
弼
書
状
、
三
別
抄
牒
状
を
受
け
て
、
返
書

を
拒
否
し
た
り
、
返
書
を
認
め
た
り
し
た
一
連
の
動
き
と
、
寺
社
に
祈
祷
を
行
っ
た

こ
と
に
大
別
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
異
国
か
ら
の
文
書
に
対
し
て
貴
族
社
会
が
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

文
永
五
年
に
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
と
高
麗
国
王
元
宗
国
書
が
届
い
た
が
、
こ
の
国
書

を
朝
廷
は
黙
殺
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
文
永
六
年
（
一
二
六
九
年
・
至
元
六
）
に
元
中

書
省
牒
状
と
高
麗
国
慶
尚
道
按
察
使
牒
が
届
き
、
こ
の
時
に
は
朝
廷
は
返
牒
を
行
う

こ
と
に
決
し
た
が
、
鎌
倉
幕
府
の
反
対
に
よ
り
返
牒
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
文
永

八
年
に
は
三
別
抄
の
牒
状
と
ク
ビ
ラ
イ
国
書
・
趙
良
弼
書
状
が
届
い
た
。
朝
廷
は
前

ク
ビ
ラ
イ
・
カ
ア
ン
と
後
嵯
峨
院
政
の
外
交
交
渉

秦　

野　

裕　

介

表 1　日元関係と元の招諭使
回 年月 使者 特記事項
1 文永3（1266）/11 黒的・殷弘 日本に到達せず
2 文永5（1268）/1 藩阜 近衛基平返牒不可論
3 文永6（1269）/2 黒的・殷弘 対馬で島民拉致
4 文永6（1269）/9 金有成 島民送還、朝廷返牒、幕府不可
文永8（1271）/9 三別抄 対元共同行動提案、朝廷黙殺

5 文永8（1271）/9 趙良弼 朝廷返牒、幕府不可、太宰府遣使？
文永9（1272）/2 二月騒動、後嵯峨没、亀山親政

6 文永9（1272）/5 趙良弼 朝幕黙殺
文永11（1274）/11 文永の役

7 建治元（1275） 杜世忠 鎌倉にて処刑
8 弘安2（1279）/7 周福・欒忠 太宰府にて処刑
弘安4（1281）/6 弘安の役

9 弘安6（1283） 如智・王君治 日本に到達せず
10 弘安7（1284） 如智・王積翁 日本に到達せず
1287～1292 ナヤン・カダアンの乱、後深草院政

11 正応5（1292） 燕公楠 書状を日本商人に託す、黙殺
12 正応6（1293） 金有成・郭麟 帰国せず、後深草返牒不可論
1294 クビライ死去

13 正安元（1299） 一山一寧 帰国せず
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者
を
黙
殺
し
、
後
者
に
は
返
牒
を
出
す
こ
と
に
決
し
た
が
、
こ
れ
も
幕
府
の
反
対
に

よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
回
は
こ
の
三
回
分
の
日
元
交
渉
を
題
材

に
当
該
期
の
貴
族
社
会
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ
の
時
期
の
貴
族
社
会
は

後
嵯
峨
院
政
の
時
代
で
あ
る
。
後
嵯
峨
院
政
の
最
大
の
特
徴
は
、
後
嵯
峨
院
が
即
位

し
た
経
緯
か
ら
し
て
も
鎌
倉
幕
府
の
強
い
影
響
力
を
無
視
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
後
嵯
峨
院
政
が
ク
ビ

ラ
イ
の
使
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

こ
の
問
題
に
関
す
る
通
説
的
な
見
解
は
、
朝
廷
の
無
知
・
無
定
見
・
無
能
力
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
南
基
鶴
氏
は
「
朝
廷
が
敢
え
て
『
返
牒
』
を

選
ん
だ
の
は
、
そ
の
対
外
的
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
戦
争
と
い
う
事
態
を
事
前

に
防
ご
う
と
す
る
外
交
方
策
」「
朝
廷
の
『
返
牒
』
に
そ
れ
な
り
の
現
実
的
対
応
の
姿

勢
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
朝
廷
の
外
交
的
無
知
・
無
定
見
・
無
能
力
を
強
調

す
る
石
母
田
正
氏
、
村
井
章
介
氏
等
の
見
解
に
従
う
こ
と
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い②
」

と
述
べ
、
通
説
へ
の
批
判
を
行
っ
た
。
し
か
し
海
津
一
郎
氏
は
南
氏
の
論
に
対
し
て

「
朝
廷
勢
力
に
対
す
る
過
大
な
評
価
」「
蒙
古
の
脅
威
を
前
に
し
て
、
朝
廷
は
終
始
無

責
任
な
対
応
に
明
け
暮
れ
、
強
い
意
思
の
も
と
に
一
貫
し
た
路
線
を
選
択
し
た
な
ど

と
は
到
底
い
え
な
い
」
と
批
判
し
、
朝
廷
の
対
応
を
無
責
任
と
す
る
通
説
的
な
見
解

を
支
持
し
た③
。
そ
の
見
か
た
は
現
在
で
も
通
説
的
な
位
置
を
占
め
、
特
に
文
永
七
年

の
三
別
抄
の
牒
の
到
来
を
め
ぐ
る
朝
廷
の
対
応
に
つ
い
て
は
「
字
づ
ら
の
解
釈
を
儒

者
た
ち
が
競
い
あ
う
だ
け④
」
や
、「
貴
族
社
会
の
興
味
は
、
牒
状
の
訓
読
の
方
法
や
字

面
の
解
釈
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
背
後
の
国
際
的
状
況
に
踏
み
込
も
う
と
す
る
意

識
は
感
じ
ら
れ
な
い⑤
」
と
、
そ
の
外
交
的
無
知
・
無
定
見
・
無
責
任
さ
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
朝
廷
が
と
も
か
く
も
二
回
に
わ
た
っ
て
元
や
高
麗
と
交
渉
を
持
と
う
と
し

て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
朝
廷
が
外
交
的
に
無
知
で
あ
り
、
無
定
見
で
あ
っ
た
、

と
す
る
だ
け
で
片
づ
け
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
周
一
氏
は
従
来
の
研
究
が
朝
廷
の
無
能
ぶ
り
を
強
調
す

る
要
因
と
し
て
「
平
安
時
代
以
降
の
外
交
全
体
を
見
通
す
こ
と
な
く
、
蒙
古
襲
来
前

後
の
時
期
の
み
を
分
析
し
て
い
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る⑥
。
そ
の
上
で
、
関
氏
は
、

外
交
権
は
朝
廷
が
掌
握
し
て
お
り
、
朝
廷
の
外
交
政
策
に
幕
府
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
着
目
し
た
い
の
は
、
朝
廷
が
三
別
抄
か
ら
と
み
ら
れ
る
使
者
を
黙

殺
し
た
一
方
で
、
趙
良
弼
に
対
し
て
は
返
牒
を
行
お
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
明
ら
か
に
朝
廷
が
三
別
抄
を
黙
殺
す
る
一
方
で
、
ク
ビ
ラ
イ
の
使
者
で
あ
る

趙
良
弼
に
は
対
応
し
よ
う
と
い
う
、彼
ら
な
り
の
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
ら
が
字
面
の
解
釈
に
し
か
関
心
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
朝
廷
の
外
交
的
無

知
・
無
定
見
・
無
能
力
・
無
責
任
と
い
う
先
入
観
に
よ
る
決
め
付
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
朝
廷
が
三
別
抄
を
黙
殺
し
、
ク
ビ
ラ
イ
を
交
渉
相
手
と
す
る
選
択
を
ど
の
よ

う
な
議
論
を
経
て
行
っ
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
最
初
に
来
日
し
た
モ
ン
ゴ
ル
の
使
者
を
め
ぐ
る
朝
廷
の
議
論
と
、
三
別

抄
と
思
わ
れ
る
勢
力
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
使
者
に
対
す
る
朝
廷
の
対
応
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
朝
廷
が
元
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ぼ
う
と
考
え
て
い
た
か
を
考

察
す
る
。

一　
「
至
元
三
年
八
月
日
付
大
蒙
古
国
皇
帝
国
書
」を
め
ぐ
る
議
論

大
モ
ン
ゴ
ル
ウ
ル
ス
の
大
カ
ア
ン
継
承
を
め
ぐ
る
ア
リ
ク
ブ
カ
と
の
抗
争
に
勝
利

し
た
ク
ビ
ラ
イ
は
、
そ
の
二
年
後
に
は
日
本
向
け
に
使
者
を
送
ろ
う
と
し
た
が
、
高

麗
の
消
極
的
な
抵
抗
に
よ
っ
て
使
者
は
来
日
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
怒
っ
た
ク
ビ
ラ

イ
は
高
麗
の
責
任
で
日
本
に
国
書
を
届
け
る
よ
う
に
厳
命
し
、
そ
の
結
果
潘
阜
を
使

者
と
し
て
ク
ビ
ラ
イ
の
文
書
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
当
時
日
本
側
の
外
交
窓
口
を
担
当

し
て
い
た
の
が
鎌
倉
幕
府
御
家
人
に
し
て
太
宰
少
弐
の
地
位
に
つ
い
て
い
た
武
藤
氏



三
七
七

ク
ビ
ラ
イ
・
カ
ア
ン
と
後
嵯
峨
院
政
の
外
交
交
渉

665

で
あ
る
。
太
宰
少
弐
武
藤
資
能
（
以
下
少
弐
資
能
）
は
鎌
倉
幕
府
に
ク
ビ
ラ
イ
の
文
書

を
送
付
し
た
。朝
廷
の
も
と
に
は
文
永
五
年
二
月
七
日
に
西
園
寺
実
氏
の
も
と
に「
東

使
」
が
入
り
、
翌
八
日
に
後
嵯
峨
院
の
評
定
で
ク
ビ
ラ
イ
の
文
書
へ
の
対
応
策
が
議

論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
は
日
本
に
到
着
し
た
「
大
蒙
古
国
皇
帝
国
書
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

現
在
伝
わ
っ
て
い
る
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

上
天
眷
命

　

大
蒙
古
国
皇
帝
、
奉
二
書

　
　

 

日
本
国
王
一
、
朕
惟
、
自
レ
古
小
国
之
君
、
境
土
相
接
、
尚
務
二
講
信
修
睦
一
、

況
我

　
　

 

祖
宗
受
二
天
明
命
一
、
奄
二  

有
区
夏
一
、
遐
方
異
域
、
畏
レ
威
懐
レ
徳
者
、
不

レ
可
二
悉
数
一
、
朕
即
位
之
初
、
以
三
高
麗
无
辜
之
民
、
久
瘁
二
鋒
鏑
一
、
即
令

レ
罷
レ
兵
、
還
二
其
彊
域
一
、
反
二
其
旄
倪
一
、
高
麗
君
臣
感
戴
来
朝
、
義
雖
二
君

臣
一
、
而
歓
若
二
父
子
一
、
計

　
　

 

王
之
君
臣
亦
已
知
レ
之
、
高
麗
朕
之
東
藩
也
、
日
本
密
二  
邇
高
麗
一
、
開
国
以

来
、
亦
時
通
二
中
国
一
、
至
二
於
朕
躬
一
而
無
三
一
乗
之
使
、
以
通
二
和
好
一
、
尚

恐

　
　

 

王
国
知
レ
之
未
レ
審
、
故
特
遣
レ
使
、
持
レ
書
、
布
二   

告
朕
志
一
、
冀
自
今
以
往
、

通
問
結
好
、
以
相
親
睦
、
且
聖
人
以
二
四
海
一
為
レ
家
、
不
二
相
通
好
一
、
豈
一

家
之
理
哉
、
至
レ
用
レ
兵
、
夫
執
所
レ
好
、

　
　

王
其
図
レ
之
、
不
宣
、

　
　
　
　
　

至
元
三
年
八
月　

日

モ
ン
ゴ
ル
の
命
令
文
の
中
で
も
カ
ア
ン
の
命
令
を
ジ
ャ
ル
リ
ク
（ǰarli γ

）
と
い
い
、

ジ
ャ
ル
リ
ク
の
書
式
に
つ
い
て
は
杉
山
正
明
氏⑦
や
松
川
節
氏⑧
に
よ
る
詳
細
な
説
明
が

あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
ル
リ
ク
は
1
権
限
付
与
文
言
、
2
発
令
者
と
型
宣
言
、

3
通
知
先
、
4
正
統
性
の
表
示
、
5
背
景
説
明
、
6
指
令
、
7
威
嚇
文
言
、
8
結
び

か
ら
な
る
。

こ
の
ク
ビ
ラ
イ
の
文
書
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
舩
田
善
之
氏
に
よ
れ
ば
、「
上

天
眷
命
」
と
い
う
の
が
「
と
こ
し
え
の
天
の
力
に
」
と
い
う
権
限
付
与
文
言
の
雅
文

漢
語
訳
で
あ
る⑨
。

発
令
者
と
型
宣
言
は
「
大
蒙
古
国
皇
帝
、奉
書
日
本
国
王
」
と
な
る
。「
大
蒙
古
国

皇
帝
」
は
ジ
ャ
ル
リ
ク
に
お
い
て
は
「
カ
ア
ン
の
仰
せ
」
で
あ
り
、「
奉
書
」
が
型
宣

言
と
な
る
。
舩
田
氏
は
こ
の
国
書
の
二
行
目
の
「
大
蒙
古
国
皇
帝
、奉
書
日
本
国
王
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
「
ラ
ン
ク
下
の
国
王
宛
て
と
し
て
は
破
格
の
敬
意
表
現
で

あ
る⑩
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
舩
田
氏
は
「
日
本
の
反
発
を
回
避
し
て
円

満
な
外
交
関
係
が
構
築
で
き
る
よ
う
に
、
破
格
の
『
奉
書
』
形
式
を
採
用
し
た⑪
」
と

す
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
書
は
舩
田
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
「
至
元
三
年
八
月
付
大
蒙

古
国
皇
帝
奉
書
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、「
奉
書
」
と
い
う
文
書
名
が
混
乱
の
も
と

と
な
る
の
で
本
稿
で
は
「
国
書
」
で
統
一
す
る
。

正
統
性
の
表
示
に
相
当
す
る
の
が
「
況
我
祖
宗
受
天
明
命
」
か
ら
「
故
特
遣
使
、

持
書
、
布
告
朕
志
」
ま
で
の
と
こ
ろ
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
ろ
う
か
。
モ
ン
ゴ
ル
命
令

文
で
は
「
通
知
先
」（
言
う
ま
で
も
な
く
「
日
本
国
王
」）
の
後
に
「
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン

の
、
オ
ゴ
デ
イ
・
カ
ア
ン
の
、
セ
チ
ェ
ン
・
カ
ア
ン
の
仰
せ
に
お
い
て
」
と
先
代
諸

カ
ア
ン
名
を
列
挙
し
、
次
い
で
発
令
に
至
る
事
情
が
説
明
さ
れ
る
。

指
令
に
相
当
す
る
の
が
「
冀
自
今
以
往
、
通
問
結
好
、
以
相
親
睦
」
と
い
う
と
こ

ろ
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
君
臣
関
係
に
な
い
日
本
国
王
に
「
奉
っ
た
」
書
で
あ
る
か
ら
、

命
令
や
指
令
で
は
な
く
、
提
案
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ル
リ
ク
で
は
最
後
に
威
嚇
文
言
が
付
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
こ
の
仰
せ
を
行
わ

ざ
る
者
は
恐
れ
ざ
る
か
」
と
い
う
形
で
指
令
を
遵
守
す
る
よ
う
に
威
嚇
す
る
文
言
で

あ
る
。「
且
聖
人
以
四
海
為
家
、
不
相
通
好
豈
一
家
之
理
哉
、
至
用
兵
、
夫
執
所
好
、

王
其
図
之
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
相
当
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
ク
ビ
ラ
イ
国
書
は
い
わ
ゆ
る
モ
ン
ゴ
ル
命
令
文
の
中
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の
、
カ
ア
ン
の
発
給
す
る
ジ
ャ
ル
リ
ク
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
文
書
が
「
破
格
の
敬
意
表
現
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
至
用
兵
」
と
い
う
部
分

は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
武
力
行
使
を
ち
ら
つ

か
せ
る
威
嚇
・
脅
迫
と
い
う
見
方
を
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
杉
山
正
明
氏
の
「
国

書
そ
の
も
の
は
通
好
を
も
と
め
る
穏
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
受
け
取
っ
た
日
本

側
、
と
り
わ
け
軍
事
を
専
職
と
す
る
鎌
倉
幕
府
の
目
に
は
末
尾
の
一
句
が
気
に
な
っ

た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
、
と
の
理
解
が
妥
当
な
と
こ
ろ⑫
」
と
い
う
見
解
に
基
本

的
に
は
従
い
た
い
。
一
方
で
張
東
翼
氏
は
「
蒙
古
の
立
場
か
ら
両
国
の
友
好
的
な
通

交
の
締
結
を
通
報
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
質
に
お
い
て
は
日
本
の
臣
属
を
要

求
し
た
も
の
で
あ
る⑬
」
と
主
張
す
る
。

た
だ
文
書
の
形
式
を
見
る
限
り
で
は
、
中
華
の
皇
帝
が
蕃
国
の
国
王
に
送
る
文
書

と
し
て
は
、「
破
格
の
敬
意
表
現
」
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
相
手
方
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
国
書
を
受
け
取
っ
た
日
本
側
の
反
応
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。日

本
側
が
ど
の
よ
う
に
ク
ビ
ラ
イ
の
文
書
を
受
け
取
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
鎌

倉
幕
府
の
議
論
は
今
日
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ク
ビ
ラ
イ
の
文
書
に
関
す
る
後
嵯
峨

院
の
評
定
の
様
子
が
当
時
の
関
白
近
衛
基
平
の
日
記
の
『
深
心
院
関
白
記
』
に
載
せ

ら
れ
て
お
り
、朝
廷
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
文
書
を
受
け
取
っ
た
の
か
が
う
か
が
え
る
。

以
下
、『
深
心
院
関
白
記
』
を
検
討
し
た
い
。

早
旦
以
二
勅
書
一
有
レ
召
。
仍
参
院
。
今
日
異
国
事
可
レ
有
二
評
定
一
云
々
。
牒
状
、

高
麗
取
二  

進
蒙
古
国
牒
一
也
。
仍
其
牒
二
通
也
。
称
二
和
親
之
儀
一
。
委
見
二
牒
状
一
、

此
事
国
家
珍
事
大
事
也
。
万
人
驚
嘆
之
外
無
也
。
前
博
陸
両
人
参
二  

向
其
座
一
。

無
骨
。
仍
余
参
内
。
入
レ
夜
又
帰
二
参
院
一
也
。（『
深
心
院
関
白
記
』文
永
五
年
二
月

八
日
条
）

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
二
点
。

ま
ず
一
つ
は
「
称
和
親
之
儀
」
と
い
う
と
こ
ろ
。
基
平
は
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
に
つ

い
て
「
和
親
」
と
受
け
取
っ
て
い
る
。
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
は
、
し
ば
し
ば
最
後
の
一

節
の
「
至
用
兵
、
夫
執
所
好
」
と
い
う
字
句
を
切
り
取
っ
て
武
力
に
よ
る
脅
し
と
受

け
取
ら
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
基
平
は
そ
の
よ
う
に
は
受
け
取
っ
て
は
い
な
い

し
、
お
そ
ら
く
院
の
評
定
に
参
加
し
て
い
た
公
卿
も
そ
の
よ
う
に
は
考
え
て
は
い
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
に
武
力
に
よ
る
威
嚇
を
み
て
と
り
、
一
方
的
に

好
戦
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す
る
の
は
、
結
果
か
ら
類
推
し
た
見
解
に
過
ぎ
な
い
。

「
国
家
珍
事
大
事
」「
万
人
驚
嘆
之
外
無
」
と
い
う
所
は
院
評
定
に
参
加
し
て
い
た

公
卿
が
、
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
を
脅
迫
と
脅
し
て
い
た
こ
と
の
現
わ
れ
と
見
る
見
方
も

あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
も
そ
も
「
和
親
之
儀
」
を
申
し
入
れ
て
く
る
事
自
体
が
す
で
に

「
国
家
珍
事
大
事
」「
万
人
驚
嘆
之
外
無
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
威

嚇
と
と
ら
え
る
の
も
、
結
果
と
ク
ビ
ラ
イ
に
対
す
る
先
入
観
に
引
き
ず
ら
れ
た
解
釈

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
は
基
本
的
に
は
「
称
和
親
之
儀
」
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

も
う
一
つ
は
「
前
博
陸
両
人
参
向
其
座
。
無
骨
」
と
い
う
と
こ
ろ
。「
前
博
陸
両

人
」
と
は
二
条
良
実
と
一
条
実
経
の
こ
と
。
基
平
の
母
の
仁
子
は
九
条
道
家
の
娘
で

あ
り
、
基
平
に
と
っ
て
は
伯
父
に
あ
た
る
両
人
だ
が
、
基
平
が
「
無
骨
」
と
不
快
感

を
記
し
て
い
る
の
は
、
基
平
と
良
実
・
実
経
両
人
の
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
か

ら
だ
ろ
う
。

基
平
の
良
実
・
実
経
へ
の
不
快
感
は
そ
の
後
も
記
し
続
け
ら
れ
る
。

依
二
昨
日
召
一
参
院
。
異
国
事
有
二
沙
汰
一
。
両
前
博
陸
祗
候
。
其
外
前
左
府
・
花

山
院
大
納
言
・
右
大
将
・
帥
・
左
大
弁
等
也
。
参
内
。
両
前
博
陸
参
内
。
余
即

事
退
出
。
近
日
前
官
人
々
競
出
仕
。
頗
無
二
先
規
一
歟
。（『
深
心
院
関
白
記
』
文
永

五
年
二
月
十
五
日
条
）

こ
こ
で
は
基
平
は
良
実
と
実
経
が
参
内
す
る
と
「
即
事
退
出
」
し
て
い
る
。
そ
の



三
七
九

ク
ビ
ラ
イ
・
カ
ア
ン
と
後
嵯
峨
院
政
の
外
交
交
渉

667

原
因
は
「
近
日
前
官
人
々
競
出
仕
。
頗
無
先
規
歟
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

基
平
と
良
実
・
実
経
の
対
立
に
つ
い
て
は
吉
田
経
長
も
書
き
記
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
『
吉
続
記
』
文
永
五
年
六
月
十
四
日
条
に
よ
る
と
後
嵯
峨
・
亀
山
の
御
前
評
定

に
お
い
て
「
一
条
前
殿
下
（
一
条
実
経
）
令
レ
参
給
。
前
関
白
殿
（
二
条
良
実
）
御
参
。

座
籍
依
二
無
骨
一
、
殿
下
（
近
衛
基
平
）
退
出
給
」
と
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
座
籍
依
二

無
骨
一
」
と
い
う
こ
と
で
、基
平
と
し
て
は
前
官
が
い
つ
ま
で
も
大
き
な
顔
を
し
て
い

る
の
が
不
快
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
意
見
が
対
立
し
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
む
し
ろ
前
官
の
出
席
は
歓
迎
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
基
平
は
ま

だ
二
三
歳
と
若
い
。
基
平
と
実
経
・
良
実
が
協
調
し
あ
う
関
係
で
あ
れ
ば
、
基
平
は

「
無
骨
」
と
は
思
わ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
基
平
が
神
経
質
な
ま
で
に
前
官
で
あ
る
良

実
・
実
経
の
評
定
へ
の
出
席
を
こ
ば
む
の
に
は
、
こ
の
基
平
と
良
実
・
実
経
の
間
に

見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
、
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
基
平
の
意
見
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
日
余
注
二  

申
日
来
異
国
之
沙
汰
議
奏
之
趣
一
。
不
レ
可
二
返
牒
一
之
由
所
存
也
。

委
旨
見
二
申
詞
一
。（『
深
心
院
関
白
記
』
文
永
五
年
二
月
十
九
日
条
）

基
平
は
「
不
可
返
牒
」
と
い
う
意
見
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
良
実
と
実

経
の
出
席
に
不
快
感
を
表
明
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
朝
廷
内
に

返
牒
す
べ
し
と
い
う
意
見
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
見
解
を
唱
え
て
い
た
の
が

二
条
良
実
と
一
条
実
経
の
両
者
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
れ
で
は
基
平
は
な
ぜ
返
牒
反
対
論
を
唱
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
ク
ビ
ラ
イ

の
国
書
の
内
容
が
傲
慢
だ
っ
た
こ
と
、
少
な
く
と
も
日
本
側
が
傲
慢
と
捉
え
た
こ
と

に
原
因
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。特
に
最
後
の
一
句
を
武
力
に
よ
る
威
嚇
と
み
な
し
た
、

と
い
う
見
方
が
強
く
存
在
す
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
基
平
が
返
牒
を
出
す
こ
と
に
反

対
し
た
の
は
、書
式
が
気
に
入
ら
な
い
こ
と
の
表
明
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
前
に
み
た
よ
う
に
、
基
平
は
そ
も
そ
も
元
の
国
書
を
好
戦
的
な
も
の
と
は
捉

え
て
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
の
内
容
を
踏
ま
え
て
基
平
が
反
対
論

を
唱
え
て
い
る
、
と
考
え
る
の
は
問
題
が
あ
る
。
基
平
の
返
牒
反
対
論
を
ク
ビ
ラ
イ

の
国
書
の
内
容
に
関
連
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
が

傲
慢
で
、
そ
の
こ
と
に
朝
廷
が
不
満
を
持
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
良
実
や
実

経
が
返
牒
を
主
張
す
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
現
実
に
朝
廷
は
も
っ
と
高
圧
的
な
元
の

中
書
省
牒
状⑭
に
返
牒
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
基
平
の
死
後
に
行
わ
れ
た

こ
と
は
、
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
の
黙
殺
と
い
う
対
応
に
は
、
朝
廷
全
体
の
意
向
と
い
う

よ
り
は
、
基
平
の
意
向
が
強
く
働
い
て
い
る
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

基
平
の
意
向
が
ク
ビ
ラ
イ
国
書
へ
の
対
応
に
強
く
反
映
し
て
い
る
と
す
る
な
ら

ば
、
基
平
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
国
書
の
内
容
を
知
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『
深
心
院
関
白
記
』に
最
初
に
出
て
く
る
元
関
係
の
記
事
は
文
永
五
年
閏
正
月
十
日

条
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
異
国
賊
徒
可
レ
来
二
我
朝
一
之
由
風
聞
。
実
否
未
詳
也
」
と

あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
異
国
賊
徒
」
と
い
う
書
き
方
で
あ
る
。
こ
れ
は

基
平
が
初
め
て
国
書
を
見
た
時
の
印
象
で
あ
る
「
称
和
親
之
儀
」
と
い
う
の
と
矛
盾

す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、基
平
は
す
で
に
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
の
内
容
に
つ
い
て
は「
賊

徒
」
と
い
う
予
断
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

少
弐
経
資
が
発
し
た
使
者
は
鎌
倉
に
向
か
う
前
に
六
波
羅
に
よ
っ
て
い
た
よ
う

で
、こ
の
時
に
六
波
羅
か
ら
朝
廷
に
何
ら
か
の
情
報
が
提
供
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

さ
ら
に
は
基
平
と
幕
府
に
は
浅
か
ら
ぬ
因
縁
が
あ
る
。
基
平
の
姉
は
鎌
倉
幕
府
六
代

将
軍
宗
尊
親
王
の
妻
の
宰
子
で
あ
る
。
宰
子
は
北
条
時
頼
の
猶
子
と
な
っ
た
う
え
で

宗
尊
親
王
に
嫁
い
で
い
る
か
ら
、
基
平
と
当
時
の
得
宗
で
連
署
で
あ
っ
た
北
条
時
宗

と
は
浅
か
ら
ぬ
因
縁
と
な
る
。
宗
尊
親
王
は
前
年
に
謀
反
の
疑
い
で
将
軍
職
を
解
任

さ
れ
、
京
都
に
送
還
さ
れ
、
宰
子
も
京
都
に
戻
る
が
、
彼
女
の
生
ん
だ
惟
康
王
は
七

代
将
軍
と
な
っ
て
い
た
。
基
平
に
と
っ
て
現
将
軍
は
自
身
の
甥
に
あ
た
る
。
こ
の
よ

う
な
関
係
に
あ
っ
て
み
れ
ば
、
基
平
が
鎌
倉
幕
府
か
ら
何
ら
か
の
情
報
を
提
供
な
い
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し
は
何
ら
か
の
依
頼
を
受
け
取
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

現
在
残
っ
て
い
る
も
っ
と
も
早
い
幕
府
の
対
応
は
同
月
二
十
七
日
付
の
関
東
御
教

書
で
、
そ
こ
に
は
「
蒙
古
人
挿
二
凶
心
一
、
可
レ
伺
二
本
朝
一
之
由
、
近
日
所
レ
進
二
牒
使
一

也
」
と
あ
る
。
こ
の
幕
府
の
対
応
に
つ
い
て
森
茂
暁
氏
は
「
朝
廷
が
い
ま
だ
結
論
を

出
し
て
い
な
い
文
永
五
年
二
月
二
十
七
日
の
時
点
で
」
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視

し
、「
た
ま
た
ま
朝
議
が
返
牒
な
し
と
決
し
た
か
ら
朝
幕
間
に
対
応
状
の
そ
ご
が
生
じ

な
か
っ
た
ま
で
の
こ
と
と
み
る
べ
き
で
あ
る⑮
」
と
し
、
ま
た
南
氏
は
「
幕
府
側
は
朝

廷
の
意
思
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
か
ら
蒙
古
と
の
交
渉
拒
否
の
姿
勢
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る⑯
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
従
え
ば
、
幕
府
は
朝
廷
の

評
定
を
待
た
ず
に
返
牒
不
可
の
方
針
を
定
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て

幕
府
に
と
っ
て
は
朝
廷
が
返
牒
方
針
を
定
め
、
幕
府
と
異
な
る
方
針
を
打
ち
出
す
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
。
幕
府
と
朝
廷
の
方
針
が
食
い
違
え
ば
、
幕
府
、
特
に
返
牒
不

可
の
方
針
を
決
定
し
て
い
る
得
宗
北
条
時
宗
と
執
権
北
条
政
村
に
と
っ
て
は
、
反
対

勢
力
に
付
け
入
る
絶
好
の
口
実
を
与
え
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
政
局
に
し
な
い
た

め
に
は
朝
廷
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
幕
府
が
何
ら
か
の
工
作
を
朝

廷
に
対
し
て
行
う
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
際
に
幕
府
が
頼
り
に
し
た
の

は
、
関
東
申
次
を
務
め
て
い
た
西
園
寺
実
氏
よ
り
も
、
後
嵯
峨
院
の
抜
擢
で
若
年
な

が
ら
関
白
左
大
臣
を
務
め
、
な
お
か
つ
将
軍
惟
康
王
の
叔
父
に
あ
た
る
基
平
で
あ
っ

た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
。
基
平
に
と
っ
て
も
姉
の
宰
子
の
失
点
を
挽
回

す
る
必
要
も
あ
っ
た
。
基
平
が
幕
府
の
依
頼
に
応
え
る
蓋
然
性
は
高
い
。
基
平
の
返

牒
拒
否
も
幕
府
の
意
向
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ

し
て
基
平
の
意
思
の
背
景
に
幕
府
の
意
思
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
ま
だ
若
い
基
平
が
主
張

し
た
返
牒
不
可
論
は
、
朝
廷
の
長
老
で
あ
る
二
人
の
元
関
白
の
返
牒
論
を
押
し
の
け

て
朝
廷
の
意
思
と
し
て
発
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二　
「
高
麗
牒
状
不
審
条
々
」
を
め
ぐ
る
議
論

モ
ン
ゴ
ル
戦
争
に
関
連
し
て
朝
廷
の
動
き
を
論
じ
る
際
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る

史
料
に
「
高
麗
牒
状
不
審
条
々
」
が
あ
る
。
石
井
正
敏
氏
に
よ
っ
て
一
九
七
八
年
に

紹
介⑰
さ
れ
、
三
別
抄
が
日
本
に
救
援
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
村

井
章
介
氏
は
三
別
抄
の
働
き
か
け
に
対
す
る
日
本
側
の
対
応
を
検
討
し
、
外
交
技
術

の
未
熟
さ
を
指
摘
し
た
。
村
井
氏
は
「
当
時
の
朝
廷
に
は
、
外
交
文
書
を
正
確
に
読

み
こ
な
し
、
相
手
側
の
立
場
と
意
図
を
的
確
に
把
握
す
る
能
力
を
も
つ
人
間
が
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
評
定
は
日
本
の
国
家
と
し
て
の
外
向
的
対
応
を
策
定

す
る
重
要
な
会
議
と
い
う
よ
り
は
、
高
辻
高
成
、
日
野
資
宣
、
藤
原
茂
範
ら
儒
者
た

ち
が
、
漢
文
読
解
の
能
力
を
競
う
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る⑱
」
と
し
て
い
る
。
全

体
と
し
て
の
日
本
側
の
外
交
技
術
が
モ
ン
ゴ
ル
や
高
麗
と
比
べ
る
と
未
熟
で
、無
知
・

無
見
識
に
基
づ
く
尊
大
な
対
外
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
よ
う
も
な
い
。

村
井
氏
は
「
牒
状
が
高
麗
の
正
統
の
政
府
か
ら
来
た
も
の
で
な
い
こ
と
に
う
す
う

す
気
づ
き
、
不
審
を
抱
い
た
。
し
か
し
こ
の
不
審
が
、
牒
状
は
蒙
古
と
高
麗
政
府
に

反
抗
し
て
珍
島
に
居
を
か
ま
え
た
叛
乱
軍
の
よ
こ
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
認
識
に
ま

で
い
た
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と
し
、
そ
の
結
果
が
「
漢
文
読
解
の
能
力
を
競
う

場
」
に
な
っ
た
と
し
、
ま
た
本
郷
恵
子
氏
も
前
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
貴
族
社
会
の

興
味
は
、
牒
状
の
訓
読
の
方
法
や
字
面
の
解
釈
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
背
後
の
国

際
的
状
況
に
踏
み
込
も
う
と
す
る
意
識
は
感
じ
ら
れ
な
い⑲
」
と
す
る
。
し
か
し
本
当

に
貴
族
社
会
の
関
心
は
「
牒
状
の
訓
読
の
方
法
や
字
面
の
解
釈
に
限
ら
れ
て
お
り
」、

そ
の
結
果
評
定
が
「
漢
文
読
解
の
能
力
を
競
う
場
」
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

関
周
一
氏
は
院
評
定
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で
も
朝
廷
で
行
わ
れ
て
き
た
審
議
の
形

態
で
あ
る
。
そ
の
際
、
外
交
文
書
の
文
面
が
重
要
で
あ
り
、
相
手
か
ら
送
ら
れ
た
文

書
の
文
言
を
吟
味
し
、
言
葉
を
選
ん
で
返
書
（
返
牒
）
を
作
成
す
る
（
作
成
し
な
い
こ

と
も
あ
る
）。
朝
廷
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
と
変
わ
ら
な
い
外
交
の
手
順
を
踏
ん
で
い
た
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に
過
ぎ
な
い⑳
」
と
し
て
、
村
井
氏
の
見
解
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
三
別
抄
か
ら
の
使
者
を
め
ぐ
る
院
評
定
で
の
議
論
を
見
直
す
こ
と
で
、

貴
族
社
会
の
国
際
的
状
況
へ
の
関
心
を
検
討
す
る
。
鎌
倉
幕
府
、
特
に
北
条
時
宗
と

ク
ビ
ラ
イ
の
対
立
軸
の
み
で
、
そ
の
武
力
的
な
対
決
の
み
が
重
視
さ
れ
て
き
た
日
元

関
係
を
見
直
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

ま
ず
は
吉
田
経
長
の
『
吉
続
記
』
か
ら
三
別
抄
の
使
者
に
対
す
る
朝
廷
側
の
動
き

を
見
て
お
こ
う
。

関
東
使
随
二  

身
高
麗
牒
状
一
、
向
二
西
園
寺
大
納
言
許
一
。
亜
相
参
院
申
入
云
々

（『
吉
続
記
』
文
永
八
年
九
月
二
日
条
）

こ
こ
で
も
西
園
寺
実
氏
を
通
じ
て
後
嵯
峨
院
の
も
と
に
牒
状
が
送
ら
れ
て
い
る
。

高
麗
牒
状
事
、
於
二
仙
洞
一
有
二
評
定
一
（
帥
卿
奉
行
）。
関
白
殿
、
徳
大
寺
入
道
相

国
、
前
左
府
、
内
府
、
堀
河
大
納
言
、
源
中
納
言
、
帥
、
菅
宰
相
、
左
大
弁
宰

相
等
也
。
左
大
弁
読
二  

申
牒
状
二
通
一
（
菅
宰
相
依
二
辞
退
一
也
）（『
吉
続
記
』
文
永

八
年
九
月
三
日
条
）

牒
状
の
審
議
が
基
本
的
に
院
評
定
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

件
牒
状
趣
、
蒙
古
兵
可
三
来
二  

責
日
本
一
歟
。
又
糶
二
此
外
一
歟
。
救
兵
歟
。
就
レ

状
了
見
区
分
。（『
吉
続
記
』
文
永
八
年
九
月
四
日
条
）

経
長
は
こ
の
日
は
出
仕
し
て
い
な
い
。
評
定
で
は
「
了
見
区
分
」
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。
ど
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
「
了
見
区
分
」
と
な
っ
た
の
か
、
を
考
え
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。

三
別
抄
か
ら
の
牒
状
は
今
日
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
「
高

麗
牒
状
不
審
条
々
」
を
見
て
お
き
た
い
。

高
麗
牒
状
不
審
条
々

一
、以
前
状
（
文
永
五
年
）
揚
二
蒙
古
之
徳
一
。
今
度
状
（
文
永
八
年
）
韋
毳
無
二
遠

慮
一
云
々
。
如
何

一
、
文
永
五
年
状
書
二
年
号
一
、
今
度
不
レ
書
二
年
号
一
事

一
、
以
前
状
、
帰
二
蒙
古
之
徳
一
、
成
二
君
臣
之
礼
一
云
々
。
今
状
、
遷
二
宅
江

華
一
近
二
四
十
年
一
、
被
髪
左
衽
聖
賢
所
レ
悪
、
仍
又
遷
二  

都
珍
島
一
事
。

一
、
今
度
状
、
端
ニ
ハ
不
レ
従
二
成
戦
之
思
一
也
、
奥
ニ
ハ
為
レ
蒙
二
被
（
彼
カ
）

使
一
云
々
。
前
後
相
違
如
何
。

一
、
漂
風
人
護
送
事
。

一
、
屯
二
金
海
府
一
之
兵
、
先
廿
余
人
送
二
日
本
国
一
事
。

一
、
我
本
朝
統
二  

合
三
韓
一
事
。

一
、
安
二  

寧
社
稷
一
待
二
天
時
一
事
。

一
、
請
二
胡
騎
数
万
兵
一
事
。

一
、
達
二
兇

許
一
垂
二
寛
宥
一
事
。

一
、
奉
レ
贄
事
。

一
、
貴
朝
遣
使
問
訊
事
。

村
井
氏
も
「
牒
状
が
高
麗
の
正
統
の
政
府
か
ら
来
た
も
の
で
な
い
こ
と
に
う
す
う

す
気
づ
き
、
不
審
を
抱
い
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
評
定
で
は
こ
の
使
者
が

従
来
の
高
麗
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
姿
勢
が
、
従
来
の
臣

従
か
ら
抵
抗
へ
と
移
っ
て
い
る
こ
と
は
読
み
取
れ
た
で
あ
ろ
う
。
村
井
氏
は
、「
し
か

し
こ
の
不
審
が
、
牒
状
は
蒙
古
と
高
麗
政
府
に
反
抗
し
て
珍
島
に
居
を
か
ま
え
た
叛

乱
軍
の
よ
こ
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
認
識
に
ま
で
い
た
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い㉑
」
と

し
て
い
る
が
、
私
は
そ
こ
ま
で
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
。
少
な
く
と
も

今
回
の
使
者
が
今
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
を
背
後
に
控
え
る
存
在
で
は
な
い
こ
と
、
逆
に

モ
ン
ゴ
ル
と
敵
対
し
て
い
る
勢
力
か
ら
だ
、と
い
う
程
度
の
認
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

「
不
審
」
の
条
々
を
抜
書
き
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
朝
廷
は
か
つ
て
高
麗
に
対
し
て
返
牒
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

幕
府
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
が
、
少
な
く
と
も
「
背
後
の
国
際
的
状
況
に
踏
み
込
も

う
と
す
る
意
識
は
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
の
は
や
や
言
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
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少
な
く
と
も
経
長
は
「
蒙
古
兵
可
来
責
日
本
歟
。
又
糶
此
外
歟
。
救
兵
歟
」
と
い

う
認
識
に
は
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
了
見
区
分
」
と
い
う
の
を

改
め
て
考
え
て
み
れ
ば
、
院
評
定
で
は
「
蒙
古
兵
日
本
に
責
め
来
る
べ
き
か
」
と
い

う
認
識
の
上
に
、
今
度
の
使
者
の
要
請
が
、「
糶
」
な
の
か
「
救
兵
」
な
の
か
、
何
が

要
請
さ
れ
て
い
る
の
か
、と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
し
て
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
か
、
と
い
う
問
題
は
非
常
に
朝
廷
に

と
っ
て
は
難
し
い
判
断
な
の
で
あ
る
。
か
つ
て
朝
廷
は
モ
ン
ゴ
ル
と
高
麗
に
返
牒
を

行
お
う
と
し
た
。
今
回
の
使
者
が
モ
ン
ゴ
ル
に
臣
従
す
る
高
麗
政
府
を
否
定
し
、
新

た
な
高
麗
政
府
を
樹
立
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
朝
廷
の
前
回
の
使
者
へ
の
反
応
を
考

え
れ
ば
、
高
麗
政
府
に
対
す
る
反
乱
勢
力
の
派
遣
し
た
今
回
の
使
者
を
黙
殺
す
る
、

と
い
う
選
択
肢
が
存
在
す
る
。
し
か
し
朝
廷
の
立
場
は
モ
ン
ゴ
ル
に
は
牒
状
の
非
礼

を
と
が
め
、
一
方
で
高
麗
に
は
好
を
通
じ
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
。
も
し

今
回
の
高
麗
の
使
者
が
高
麗
政
府
の
方
針
転
換
を
示
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
朝
廷
に

と
っ
て
は
返
牒
す
べ
し
と
な
る
。「
了
見
区
分
」の
中
身
は
案
外
こ
の
よ
う
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
か
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
彼
ら
の
興
味
関
心
は
牒
状
の
訓
読
や
字
面
の
解
釈
に
限
ら
れ
て
い

た
、
と
思
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
『
吉
続
記
』
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

参
内
。
藤
翰
林
祇
候
。
被
レ
召
二
御
前
一
、
被
レ
読
二
牒
状
二
通
一
。
無
二
停
滞
一

読
二  

申
之
一
。
牒
状
之
旨
趣
、
明
日
於
二
仙
洞
一
可
レ
有
二
評
定
一
云
々
（『
吉
続
記
』

文
永
八
年
九
月
五
日
条
）

こ
の
史
料
に
つ
い
て
村
井
氏
は
「
儒
者
た
ち
が
、
漢
文
読
解
の
能
力
を
競
う
場
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
（「
停
滞
な
く
読
み
申
す
」「
日
来
稽
古
の
名
誉
な
し
」
と
い
っ
た
吉

田
経
長
の
評
言
を
み
よ㉒
）」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
停
滞
な
く
読
み
申
す
」
と
い
う
の

は
経
長
が
「
参
内
」
し
た
場
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
亀
山
天
皇
の
「
御
前
」
で
の

出
来
事
で
あ
る
。
牒
状
の
中
身
は
「
仙
洞
」
つ
ま
り
後
嵯
峨
の
評
定
で
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
実
権
の
存
在
し
な
い
亀
山
天
皇
の
御
前
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
「
漢
文
読

解
の
能
力
を
競
う
場
」
に
な
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
「
日
来
稽
古
の
名
誉
な
し
」
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。

今
日
高
麗
牒
状
事
、
有
二
評
議
一
。
参
仕
人
々
関
白
、
前
左
府
、
堀
河
大
納
言
、

民
部
卿
、
源
中
納
言
、
帥
、
菅
宰
相
、
左
大
弁
云
々
。
菅
八
座
読
二  

申
牒
状
一
。

左
大
弁
先
日
不
二
読
居
一
云
々
。
大
丞
日
来
無
二
稽
古
之
名
誉
一
。
人
以
不
二
信

用
一
。（『
吉
続
記
』
文
永
八
年
九
月
七
日
条
）

こ
こ
で
経
長
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
先
日
（
三
日
）
に
牒
状
を
読
み
上
げ
た
「
左

大
弁
」「
大
丞
」
日
野
資
宣
が
う
ま
く
読
め
ず
、
意
味
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
す
る
経
長
の
評
価
が
「
日
来
無
稽
古
之
名
誉
」
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
る
。
四
日
の
段
階
で
「
了
見
区
分
」
と
な
っ
た
一
因
に
資
宣
の
読
み
で
は
意
味
が

通
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
回
長
成
が
正
し
く
読
み
上
げ
た
こ
と

で
朝
廷
の
方
針
は
定
ま
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
・
高
麗
に
対
す
る
反
乱
勢
力
が
遣
わ
し
た

今
回
の
使
者
に
対
し
て
は
彼
ら
の
救
援
要
請
は
黙
殺
し
、
あ
く
ま
で
も
朝
廷
は
高
麗

現
政
府
を
支
持
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
趙
良
弼
に
対
し
て
は
、
朝
廷
は
極
め
て
迅
速
に

返
牒
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
野
資
宣
が
読
め
ず
、
菅
原
長
成
が
読
め
た
の
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を

う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
、
長
成
が
読
み
上
げ
る
前
日
に
あ
る
。

藤
翰
林
入
来
。
牒
状
間
事
。
有
二 

相
談
事
一
。
貼
字
事
、
此
字
釈
以
レ
物
為
レ
質
。

然
者
、
其
儀
不
レ
叶
二
道
理
一
。
若
書
写
之
誤
歟
。
テ
ム

字
歟
。
然
者
可
レ
叶
二
道
理
一

歟
。
此
字
釈
窺
視
也
。（『
吉
続
記
』
文
永
八
年
九
月
六
日
条
）

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
貼
」
と
い
う
字
で
あ
る
。
経
長
の
も
と
を
訪

ね
た
藤
原
茂
範
に
よ
れ
ば
「
貼
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
、「
目
に
占
」
す
な
わ
ち

「

」
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「

」
な
ら
ば
「
う
か
が
う
」
と
い
う

こ
と
で
、
モ
ン
ゴ
ル
が
日
本
に
対
し
て
武
力
行
使
の
意
図
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、

三
別
抄
が
知
ら
せ
て
き
た
、
つ
ま
り
今
回
の
使
者
は
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
反
乱
勢
力
で
あ

り
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
反
乱
を
食
料
お
よ
び
兵
員
で
支
援
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
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ク
ビ
ラ
イ
・
カ
ア
ン
と
後
嵯
峨
院
政
の
外
交
交
渉

671

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「

」
と
「
貼
」
で
は
全
く
文
意
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
わ
け

で
あ
っ
て
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
「
字
面
の
解
釈
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な

い
。
そ
れ
は
す
ぐ
れ
て
当
時
の
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
そ
の
も
の
の
分
析
に
つ
な
が

る
「
字
面
の
解
釈
」
な
の
で
あ
る
。

高
麗
の
現
政
権
と
の
友
好
関
係
を
模
索
す
る
朝
廷
か
ら
す
れ
ば
、
高
麗
現
政
権
へ

の
反
乱
勢
力
に
食
料
お
よ
び
兵
員
を
援
助
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
事

態
で
あ
る
。
朝
廷
が
黙
殺
し
た
の
は
情
勢
が
全
く
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
は
な
く
、

今
回
や
っ
て
き
た
使
者
が
朝
廷
の
考
え
る
外
交
政
策
に
ま
っ
た
く
そ
ぐ
わ
な
い
、
む

し
ろ
朝
廷
の
考
え
た
外
交
秩
序
を
破
壊
す
る
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

朝
廷
の
無
能
さ
を
前
提
と
し
た
見
解
で
は
彼
ら
が
何
を
議
論
し
て
い
た
の
か
、
と

い
う
問
題
が
見
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三　

趙
良
弼
の
来
日
へ
の
後
嵯
峨
院
政
の
対
応

文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
九
月
十
九
日
、趙
良
弼
が
博
多
に
到
来
し
た
。
こ
の
時
に

ク
ビ
ラ
イ
の
使
者
で
あ
る
趙
良
弼
以
外
に
三
別
抄
、
南
宋
の
使
者
が
来
て
い
た
ら
し

い
。
村
井
章
介
氏
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。「
文
永
の
役
直
前
、日
本
に
対
し
て
三

つ
の
勢
力
が
外
交
的
働
き
か
け
を
試
み
た
。
そ
の
う
ち
で
南
宋
の
み
は
、
趙
良
弼
の

日
本
説
得
が
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
成
果
を
あ
げ
た
と
い
え
る㉓
」。

趙
良
弼
の
こ
の
来
日
に
際
し
て
の
朝
廷
の
対
応
は『
吉
続
記
』に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

異
国
事
、
去
夜
評
議
。
関
白
殿
、
花
山
院
、
前
右
府
、
内
府
、
権
大
納
言
、
吉

田
中
納
言
、
帥
中
納
言
等
参
仕
云
々
。
今
度
牒
状
、
朝
使
直
可
三
持
二  

参
帝

都
一
。
不
レ
然
者
不
レ
可
レ
放
レ
手
之
由
申
レ
之
。
蛮
夷
者
参
二
帝
闕
一
事
無
二
先
例
一
。

牒
状
之
趣
可
レ
承
之
由
、
少
卿
（
少
弐
経
資
）
問
答
。
就
レ
之
彼
朝
使
書
二  

写
牒

状
一
、
与
二
少
卿
一
。
彼
状
自
二
関
東
一
進
レ
之
。
其
趣
度
々
雖
レ
有
二
牒
状
一
、
無
二

返
牒
一
。
此
上
以
二  

来
十
一
月
一
可
レ
為
レ
期
。
猶
為
二
無
音
一
者
、
可
レ
艤
二
兵

船
一
云
々
。
可
レ
有
二
返
牒
一
云
々
。
先
度
長
成
卿
草
少
々
引
直
可
レ
遣
云
々
。（『
吉

続
記
』
文
永
八
年
十
月
二
十
四
日
条
）

こ
の
中
の
「
先
度
長
成
卿
草
少
々
引
直
可
遣
」
と
あ
る
の
は
、「
至
元
六
年
六
月
日

付
蒙
古
国
中
書
省
牒
」
に
対
す
る
返
牒
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
文
永
七
年
正
月
日
付

日
本
国
太
政
官
牒
」
を
手
直
し
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

文
永
七
年
正
月
の
牒
が
出
さ
れ
た
経
緯
は
「
蒙
古
来
使
記
録
」（『
鎌
倉
遺
文
』

一
〇
三
八
〇
文
書
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

如
二
院
宣
一
者
、
通
好
之
義
、
准
二
唐
漢
之
例
一
、
不
レ
可
レ
及
二
子
細
一
。
但
彼
国
与

我
国
、
自
レ
昔
無
二
宿
意
一
、
用
兵
之
条
、
甚
以
不
義
之
旨
、
可
レ
被
レ
遣
二
返
牒
一

也
。
且
草
者
可
レ
（
為
二
）
長
成
卿
一
之
由
、諸
卿
評
定
之
由
云
々
。
而
関
東
評
定

了
。
先
度
牒
使
来
朝
之
時
、
不
レ
可
二
返
牒
一
之
由
。

「
如
院
宣
者
」
と
あ
る
こ
と
を
み
る
と
、後
嵯
峨
院
の
意
思
と
し
て
通
好
は
唐
漢
の

例
に
な
ら
う
も
、「
用
兵
之
条
」
と
い
う
文
言
が
「
甚
以
不
義
之
旨
」
を
相
手
に
告
げ

よ
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
点
が
改
善
さ
れ
れ
ば
通

好
に
応
じ
る
可
能
性
も
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
東
巌
慧
安
は
願
文
に

お
い
て
「
先
度
牒
状
不
レ
及
二
返
牒
一
、
第
二
牒
状
応
レ
有
二
返
牒
一
、
并
以
二
和
親
風
聞

一
満
レ
衢
。
正
伝
聞
レ
之
、
愁
嘆
無
量
、
悲
徹
骨
髄
」
と
返
牒
す
る
こ
と
に
対
し
、
厳

し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。「
和
親
風
聞
」
と
い
う
の
も
「
院
宣
」
の
中
身
を
考
え
れ

ば
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

実
際
東
坊
城
秀
長
の
起
草
し
た
牒
は
後
嵯
峨
院
の
院
宣
の
方
針
と
一
致
し
て
い

る
。

抑
貴
国
曽
無
二
人
物
之
一
通
、
本
朝
何
有
二
好
悪
之
便
一
。
不
レ
顧
二
由
緒
一
、
欲

レ
用
二
凶
器
一
、
和
風
再
報
、
疑
氷
猶
厚
。
聖
人
之
書
、
釈
氏
之
教
、
以
二
済
生
一
、

為
二
素
懐
一
、
以
二
奪
命
一
為
二
黒
業
一
。
何
称
二
帝
徳
仁
義
之
境
一
、
還
開
二
民
庶
殺

傷
之
源
一
乎
（『
本
朝
文
集
』）

先
ほ
ど
の
院
宣
の
要
旨
を
考
え
れ
ば
、
秀
長
起
草
の
牒
の
最
も
肝
要
な
部
分
は
上
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に
挙
げ
た
部
分
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
日
本
が「
好
悪
之
便
」

を
持
ち
よ
う
が
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
う
え
で
、「
不
顧
由
緒
、
欲
用
凶
器
」
こ
と
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
秀
長
起
草
の
牒
は
、
通
交
拒
否
を
表

明
し
た
も
の
で
は
な
い
。
通
交
の
諾
否
以
前
の
問
題
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
文
言
に

不
満
を
表
明
し
、
是
正
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
通
交
交
渉
の
入
り
口
を
模
索
し

て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
牒
を
、
通
交
拒
否
と
み
な
す
の
は
、
い
さ
さ
か
性
急

な
結
論
で
あ
ろ
う
。

そ
う
考
え
て
み
る
と
、
今
回
東
坊
城
長
成
の
牒
に
少
し
の
手
を
加
え
て
出
す
、
と

い
う
方
針
は
、
ク
ビ
ラ
イ
と
は
交
渉
の
余
地
を
残
す
と
い
う
後
嵯
峨
院
政
の
意
思
表

示
で
あ
る
。
三
別
抄
の
使
者
に
対
し
て
は
門
前
払
い
を
食
わ
せ
た
こ
と
と
は
か
な
り

異
な
る
対
応
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
を
見
る
限
り
、
朝
廷
の
対
応
は
明
ら
か
に
三
別
抄
の
使
者
と
趙
良
弼
と
の
間

に
差
異
が
あ
る
。
つ
ま
り
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
反
乱
勢
力
で
あ
り
、
日
本
に
武
力
行

使
を
す
る
可
能
性
の
な
い
三
別
抄
の
使
者
に
は
黙
殺
、
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
武
力
行
使

が
懸
念
さ
れ
る
趙
良
弼
の
使
者
に
は
急
い
で
返
牒
を
行
お
う
と
す
る
あ
た
り
、
本
郷

氏
の
「
貴
族
社
会
の
興
味
は
、
牒
状
の
訓
読
の
方
法
や
字
面
の
解
釈
に
限
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
背
後
の
国
際
的
状
況
に
踏
み
込
も
う
と
す
る
意
識
は
感
じ
ら
れ
な
い
」
と

い
う
評
価
に
は
に
わ
か
に
は
首
肯
し
難
い
。
貴
族
社
会
の
興
味
は
牒
状
の
訓
読
や
字

面
の
解
釈
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
の
有
無
、
あ
る
い
は
勝
ち
馬

に
乗
る
、
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
背
後
の
国
際
的
状
況
に
も
関
与
し
よ
う
と
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
確
か
に
彼
ら
の
対
外
意
識
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
っ
た
こ
と
は

疑
え
な
い
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
非
常
に
独
善
的
で
偏
狭
な
自
他
認
識
を
持
っ
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
彼
ら
が
全
く
現
実
を
理
解
し
よ
う
と
し
な

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

た
だ
最
終
的
に
は
返
牒
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
。『
伏
敵
編
』
に
お
い
て
は
「
廷
議
モ

中
止
ト
ナ
リ
シ
歟
。
或
ハ
再
ヒ
鎌
倉
ニ
下
シ
テ
、
鎌
倉
又
之
ヲ
抑
留
セ
シ
歟
。
其
詳

ナ
ル
ハ
、
考
フ
ヘ
カ
ラ
ス
」（
伏
敵
編
四
八
頁
）
と
さ
れ
て
お
り
、
中
止
に
な
っ
た
原

因
を
朝
廷
か
幕
府
か
分
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
山
本
光
朗
氏
は
「
朝

廷
で
は
期
限
ま
で
に
返
牒
の
可
否
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
見
る
の
が
妥

当
で
は
な
い
か㉔
」
と
、
朝
廷
で
の
議
論
に
そ
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。
山
本
氏
は
そ

の
根
拠
と
し
て
『
吉
続
記
』
十
一
月
二
十
二
日
条
に
「
参
院
、
異
国
事
有
評
定
」
と

あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
『
吉
続
記
』
に
「
先
度
長
成
卿
草
少
々
引
直
可
遣
云
々
」
と
、
返
牒
を
前

提
と
し
て
そ
の
時
の
返
牒
を
長
成
が
作
成
し
た
文
永
七
年
の
牒
を
基
に
す
る
こ
と
が

す
で
に
決
定
し
て
お
り
、『
帝
王
編
年
記
』
に
も
「
十
月
廿
三
日
、於
二
一
院
一
蒙
古
牒

状
事
有
二
評
定
一
。
可
レ
有
二
返
牒
一
之
由
議
定
訖
」
と
な
っ
て
い
て
、
朝
廷
で
は
と
り

あ
え
ず
返
牒
を
出
す
こ
と
に
決
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
一
ヶ
月
後
に
再

度
「
異
国
事
有
評
定
」
と
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し
も
返
牒
の
こ
と
を
議
し
て

い
る
と
は
限
る
ま
い
。「
異
国
事
」を
評
定
す
る
か
ら
と
言
っ
て
返
牒
の
こ
と
と
決
め

つ
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

『
吉
続
記
』
当
該
条
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

参
院
。
異
国
事
有
二
評
定
一
。
仍
不
レ
能
二
奏
事
一
。
次
参
内
。
熾
盛
光
法
為
異
国

御
祈

後
嵯
峨
の
も
と
で
「
異
国
事
」
の
評
定
が
行
わ
れ
、
亀
山
の
も
と
で
異
国
対
策
と

し
て
の
祈
祷
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
か
月
の
間
に
幕
府
か
ら
何
ら
か
の
対

応
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
い
。
一
か
月
前
に
一
旦
返
牒
の
方
針
に
決
ま
っ

た
朝
廷
の
動
き
を
一
カ
月
後
に
翻
ら
せ
る
動
き
と
し
て
一
番
可
能
性
が
高
い
の
が
幕

府
か
ら
の
申
し
入
れ
で
あ
ろ
う
。

実
際
最
初
に
朝
廷
が
返
牒
を
出
す
と
決
め
た
時
に
そ
れ
を
押
し
と
ど
め
た
の
は
幕

府
で
あ
っ
た
。
今
回
も
一
旦
は
返
牒
と
い
う
方
針
が
決
め
ら
れ
な
が
ら
、
一
ヶ
月
後

に
再
び
評
定
が
催
さ
れ
た
の
は
、
朝
廷
内
部
の
意
思
不
統
一
と
い
う
よ
り
も
、
幕
府

か
ら
の
介
入
を
受
け
て
再
度
評
定
を
開
催
し
た
、
と
考
え
た
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に　

関
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
国
書
を
受
け
取
り
、
そ
れ
に
対
し

て
返
牒
を
出
し
得
る
、と
い
う
形
で
外
交
権
を
保
持
し
て
い
た
の
は
朝
廷
で
あ
っ
た
。

幕
府
は
自
ら
が
外
交
主
体
と
し
て
ク
ビ
ラ
イ
と
の
外
交
交
渉
に
臨
む
能
力
を
欠
い
て

い
た
。
そ
こ
で
鎌
倉
幕
府
は
朝
廷
の
出
す
返
牒
を
押
し
と
ど
め
る
、
と
い
う
形
で
朝

廷
の
外
交
権
を
掣
肘
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

鎌
倉
幕
府
は
当
初
か
ら
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
に
対
し
て
返
牒
す
る
こ
と
を
快
く
思
わ

な
か
っ
た
。
一
方
朝
廷
で
は
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
に
何
ら
か
の
反
応
を
な
す
べ
き
、
と

い
う
意
見
が
存
在
し
た
。
二
条
良
実
と
一
条
実
経
と
い
う
、
二
人
の
関
白
経
験
者
が

返
牒
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
関
白
の
近
衛
基
平
が
反
対
し
、
結
局
朝
廷
と
し
て

返
牒
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
。

近
衛
基
平
が
死
去
し
た
の
ち
、
再
び
ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
国
書
が
到
来
し
た
と
き
、

返
牒
す
べ
き
か
否
か
が
当
然
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
朝
廷
は
返
牒
を
決
定
し
、

東
坊
城
秀
長
に
牒
を
起
草
さ
せ
た
。
こ
の
変
化
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
一
つ
は
近
衛

基
平
の
死
去
で
あ
ろ
う
。
近
衛
基
平
が
強
硬
に
返
牒
不
可
論
を
主
張
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
、
ま
た
基
平
が
死
去
す
る
と
返
牒
が
議
論
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

朝
廷
内
部
は
基
平
を
除
け
ば
基
本
的
に
返
牒
論
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

一
方
幕
府
は
、
当
初
か
ら
返
牒
不
可
論
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
は
前

将
軍
の
妻
の
弟
と
い
う
基
平
の
立
場
を
利
用
し
て
基
平
に
返
牒
不
可
論
を
強
硬
に
唱

え
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

基
平
の
死
以
外
の
要
因
も
存
在
す
る
。朝
廷
が
秀
長
に
返
牒
を
起
草
さ
せ
た
と
き
、

六
波
羅
探
題
で
は
、
北
方
の
北
条
茂
時
が
死
去
し
、
六
波
羅
探
題
は
南
方
の
北
条
時

輔
が
一
人
だ
け
と
な
っ
て
い
た
。
時
輔
が
ど
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
い
た
か
、
そ

れ
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
時
輔
が
一
人
で
探
題
を
務
め
て
い
る
間
に
、
二
回
に
わ

た
っ
て
朝
廷
が
返
牒
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
の
意
味
は
幕
府
に
と
っ
て
軽
く
は
な

い
。
少
な
く
と
も
時
輔
が
朝
廷
を
制
御
で
き
て
い
な
い
の
は
明
白
で
あ
っ
た
。
ほ
ど

な
く
幕
府
は
北
条
義
宗
を
北
方
の
六
波
羅
探
題
に
任
命
し
、
時
輔
は
義
宗
に
よ
っ
て

粛
清
さ
れ
る
。
時
輔
が
粛
清
さ
れ
た
二
月
騒
動
以
後
、
朝
廷
は
再
び
返
牒
を
議
論
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
幕
府
は
返
牒
を
議
論
し
た
亀
山
天
皇
に
代
わ
っ
て
、
兄
の
後
深
草
院
の
系

統
を
皇
位
に
つ
け
、
後
深
草
院
は
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
も
常
に
強
硬
論
に
立
ち
つ
づ

け
た
。

幕
府
は
博
多
に
来
航
し
た
元
の
使
者
を
斬
殺
す
る
な
ど
、
日
元
交
渉
を
主
導
し
始

め
る
。
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
、
周
福
ら
が
来
日
し
た
時
に
は
、
博
多
で
処
刑
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、そ
れ
を
記
録
し
た
『
勘
仲
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
日
異
国
牒
状
内
々
有
二
評
定
一
。
書
状
之
体
違
二
先
例
一
、
無
体
也
。
亡
宋
旧
臣

直
奉
二
日
本
帝
王
一
之
条
、
誠
過
レ
分
歟
。
但
落
居
分
関
東
定
計
申
歟
。（
弘
安
二

年
七
月
二
十
九
日
条
）

朝
廷
は
書
状
が
先
例
に
違
う
こ
と
を
も
っ
て
「
無
体
」
と
し
て
い
る
が
、
最
終
的

な
決
定
権
は
「
落
居
分
関
東
定
計
申
歟
」
と
、
幕
府
に
掌
握
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
段

階
で
は
朝
廷
の
評
定
は
形
骸
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注①　
従
来
の
大
モ
ン
ゴ
ル
ウ
ル
ス
と
い
う
国
号
に
大
元
を
付
し
、大
元
大
モ
ン
ゴ
ル
ウ
ル

ス
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
二
七
一
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、本
稿
で
は
ク
ビ

ラ
イ
の
支
配
下
の
大
モ
ン
ゴ
ル
ウ
ル
ス
を
元
と
表
記
す
る

②　
 

南
基
鶴
『
蒙
古
襲
来
と
鎌
倉
幕
府
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
三
頁
。

③　
 

海
津
一
朗
『
蒙
古
襲
来
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
頁
。

④　

村
井
章
介
「
蒙
古
襲
来
と
異
文
化
接
触
」（『
倭
寇
と
「
日
本
国
王
」』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
〇
年
、
六
三
頁
。

⑤　

本
郷
恵
子
『
京
・
鎌
倉　

ふ
た
つ
の
王
権
』、
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
〇
頁
。
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⑥　

関
周
一
「
鎌
倉
時
代
の
外
交
と
朝
幕
関
係
」（　

阿
部
猛
編
『
中
世
政
治
史
の
研
究
』

日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
）
三
四
二
頁

⑦　
 

杉
山
正
明
「
モ
ン
ゴ
ル
命
令
文
研
究
導
論
」『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
』
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
。

⑧　

 

松
川
節
「
大
元
ウ
ル
ス
命
令
文
の
書
式
」『
待
兼
山
論
叢　

史
学
編
』
二
九
、

一
九
九
五
年
。

⑨　

舩
田
善
之
氏「
日
本
宛
外
交
文
書
か
ら
み
た
大
モ
ン
ゴ
ル
国
の
文
書
形
式
の
展
開
」、

『
史
淵
』
一
四
六
、二
〇
〇
九
年
、
四
〜
五
頁
。

⑩　

前
掲
舩
田
論
文
六
頁
。

⑪　

前
掲
舩
田
論
文
七
頁
。

⑫　

 

杉
山
正
明
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
日
本
」（
近
藤
成
一
編

『
日
本
の
時
代
史
9　

モ
ン
ゴ
ル
の
襲
来
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
三
年
）
一
三
三
頁
。

⑬　

 

張
東
翼
「
一
二
六
九
年
『
大
蒙
古
国
』
中
書
省
の
牒
と
日
本
側
の
対
応
」『
史
学
雑

誌
』
一
一
四
‐
八
号
、
二
〇
〇
五
年
、
六
六
頁

⑭　

 

張
氏
前
掲
論
文
六
八
頁
に
「
最
終
的
に
日
本
側
が
臣
属
を
拒
否
す
れ
ば
、
軍
隊
が

動
員
さ
れ
戦
争
と
な
る
こ
と
を
明
確
に
通
知
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
張
氏
に
よ
れ
ば

「
こ
の
牒
が
発
給
さ
れ
て
よ
り
六
ヶ
月
後
の
翌
年
春
ま
で
に
重
臣
を
派
遣
し
て
表
を
奉

り
、
事
大
の
礼
を
つ
く
す
こ
と
を
要
求
し
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
、
軍
隊
が
動
員
さ

れ
、京
都
（
王
城
）
が
制
圧
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
警
告
が
入
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

⑮　

森
茂
暁
『
鎌
倉
時
代
の
朝
幕
関
係
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
、
二
一
六
頁
。

⑯　

前
掲
南
著
作
一
三
〇
頁
。

⑰　

石
井
正
敏「
文
永
八
年
来
日
の
高
麗
使
に
つ
い
て
‐
三
別
抄
の
日
本
通
交
史
料
の
紹

介
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
十
二
。

⑱　

村
井
章
介
氏
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
日
本
』、校
倉
書
房
、一
九
八
八
年
、一
六
七

頁
。

⑲　

前
掲
本
郷
氏
著
作
二
四
〇
頁
。

⑳　

前
掲
関
氏
論
文
三
六
〇
頁
。

㉑　

前
掲
村
井
氏
著
作
一
六
六
頁
。

㉒　

前
掲
村
井
氏
著
作
一
六
七
頁
。

㉓　

前
掲
村
井
②
論
文
六
三
頁
。

㉔　

山
本
光
朗
「
元
使
趙
良
弼
に
つ
い
て
」
北
海
道
学
芸
大
学
史
学
会
『
史
流
』

四
〇
、二
〇
〇
一
年
、
三
七
頁
。

（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
非
常
勤
講
師
）


